
色嚢の東壁による燃頼速度筆化に就て

甘 A 入 水 秀 夫●
引 iij ij

n色雅は現雀に放て坑 井柑Jでたる甫姐 こ於ける然姐辿度-JR ル 他大典にJt:し束虎に上っ

て松換地庇の左右せらるLこと/少せことの矧 こ,主とlて他火雅の出火熊,稚火辛,付加物塊

頻として使用さIしてJitる･

T.色兼を持取れ抜染として使用する均tT,無地地政は色々な附IHcA柁さJt･るが,外即によ

る影響が故も大である 以1外鵬によ-)松触虫度が911(叫こ鍵するかを脚 ㌻せんとす

2 実 生 方 法

低地過度の沸定法IihH 川Jn,以 さ4"r,I,点き約 -1LXl)"LZ)で.断面が Uif形に,～_･J,J&た講

そ〝い払紅r･_に聯 ),J域 に大雅七郎 して漁捜せしわ.-･鬼叫 の触 抄韓を辞i走して棚

j生皮を決定した 試flの火兼は書竜の.T',仁美と同法のLR法lu つて途tZしたもので鞄の*vlさ

は OJ "lul-0 7lnnlであろ どヤンキー式比重搬 iL=rc上る火恥 t蜜は 17-1SS,棚

掛 Z=Egtせる墳類比JLはf.IIH-'.墳集に虫したJiJ)'L'1500kge･･L7である

此方淡rElつて ユヶ年を通じI,IJ-火好で汝境抄時の鮒 を拍 した出,晦蓋に伸也抄時の
A:ユ5-3,g.'であって,火雅の放姐追出LL安まとして仕J71し柑るものと.ql)36-rる･

懲払抄時の沸舟 工郎 己杓塊維 静の沸)這--'DJn,L･･の問に, 鬼1JfAEをFI切り戚第に扱いフュ

ーズe脈って之fi氾娘によ))砂時計 (1/1仙砂)淡芯地に切払する 火葬の一端に新大すれば
火難比段々に燃えて Ihの-JI-ズケ切る するとTu比が沈ItJて柳朝日-p)怒張hJIJて働き砂時
叶の ｢モー｣を糾して砂咋plが始劫する

攻の71-ズが切れると碓比はr用いて砂時計rま止る

既畑 に放ける続投{･li桝蟻ふt恩界i･妹蝦の有り=こ11(め'井容7r/-/a-Jtlて前中の補気を排

除して新宝の丸良を柑た
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3 半 柱 結果及賛 駿 式

甘食の結果Ti色兼の淵 化rc上る伝染過度学位串R,配合Jかt.米穀の性照に上J?J=*い
に井たることが判llJlL1<

今共成税の二三と的げルぱ攻のi3Tりである
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漁色兼吐畑 rE.上る汝塊適度のg犯 に各徒の ものあり これId蛙ノ)柑赦 a LこよりてLt.接す
ろt仕上する 焦して目的に念 じた a を扶宝することが煉 る (】占･',b 附挫'iTL省.ヨ可)

附止 火裾Eef.L成分と.木表の牡丹 こ史て注記するを仲たい
付*7rJaは立として隆司こ兵技大出別中春姓氏のなされたるものにしてEnJ氏の戦炎井可

に基掛の丑をi&す


